
“地域のために、地元のために” がきっかけに

―まずはみなさんが倉敷市役所に入庁されたきっかけを教えてください。

藤井︓僕は最初、就職したところが横浜の民間企業だったんですけど、 地

元に帰ってきたかったというのが、大きなきっかけですね。そこから、倉敷でどうい

う仕事に就くか考えていって、前の仕事もそうなんですけど、人の役に立つとい

うか、そういう仕事に興味があったんで、公務員になりました。

笹木︓しっかりしてますね笑 僕は地元が里庄町なんですけど、高校で玉島

の方に通ってたので、倉敷も地元みたいな感じだったんで、倉敷市を受けよう

かなって思ったのがきっかけですね。

嶋﨑︓私は大学に入ったときは、看護師になろうと思ってたんですけど、大学

の時に、保健師の実習に行っ

て、こっちの方が自分に合ってる

かなって思って、保健師になろう

と決めました。保健師として就職

するのも、他のところもあったんで

すけど、やっぱり一番地域の人と

関われるのは、市役所かなぁと思って、生まれ育った場所ってのもあ

って、倉敷市を受けたって感じです。

本 音
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本 音 倉敷市役所には、どのような
雰囲気、やりがいがあるのでし
ょうか︖今回職種も所属も違
う若手職員にざっくばらんに語
ってもらいました。

松田︓私も、やっぱり地元のために働きたいと思ったのがきっかけです。市役

所で働こうと思ったのも、大学でボランティアに参加したときに、いい街にしよう

と言っている人がたくさんいて、自分は前へ前へ出るタイプじゃなかったから、そ

っち側にはなれないけど、そういう人を助けることはできるなと思って、市役所を

志望しました。

藤井︓めちゃめちゃちゃんとしてる笑

一同︓笑

“笑顔”や“感謝”をやりがいにできる仕事

―どんなところに倉敷市役所で働く魅力を感じますか︖

松田︓自分のやっている仕事の先には、市民の笑顔があると思ってて、どんな

ことをしたらもっと喜んでもらえるかなって考えながら仕事をしている時に魅力を

感じますね。スポーツイベントの業務とかをやっているので、実際に触れあって、

「ありがとうございます」とか言われるとやっててよかったなぁと、その時も嬉しいで

すし、次のやる気にもつながってます。

笹木︓僕も市民の方と接する機会はたくさんあって、救急の時とかに現場で

家族の方に「ありがとう」と言ってもらえたりとかっていうのは本当に頑張ろうって
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思えるし、やりがいを感じますね。

藤井︓僕の仕事は、市の建物の設備とかを新築したり改修したりするところ

の担当なんで、間接的ですけど、そういった建物を使うのは市民なので、そうい

ったところを使いやすくしようとか考えることにやりがいを感じています。

嶋﨑︓私も家に訪問に行ったり、窓口でお話を聞いたり、市民の方と関わる

機会がすごく多いので、松田さんや笹木さんが言われたように、「ありがとう」っ

て言ってもらえたり、その方が結果的に良い方向へ向かっていったりすると、やり

がいというか、よかったなぁーって思います。

働きやすい職場を目指して

―入庁する前と後で、ギャップは感じましたか︖

松田︓人柄でいうと勝手にお堅い人が多いのかなって思ってたら、面白い人

もいるし、優しい人もいるし、そこはだいぶギャップだったかなと思います。

笹木︓消防職でいえば、入る前はひたすら現場行って、暇があったら筋トレし

てみたいな。そんな感じで思ってたら、意外と事務作業がめちゃくちゃ多くて、

現場に立つよりも、事務作業の方が多いくらいだったので、そこのギャップは感

じました。

松田︓筋トレとかしとるんかなー

ってイメージだった。

笹木︓筋トレもしてます︕

一同︓笑

嶋﨑︓私はあんまり無いですね。

大学時代に実習で実際に働いてる方のお話を聞かせてもらったりしてるので、

そんなすごいギャップってのはなかったですけど、コロナ関連の業務があるので、

そのあたりの業務の忙しさはちょっと驚いたところはあります。

藤井︓ギャップでいうと、意外に休み取りやすいとか︖

松田︓あー、それは確かに。上司も休んでって言ってくださるんで、こんなに休

みやすいのかなってのはありました。

藤井︓あと、周りに男性で育休取ってる人っています︖

笹木︓自分は最近子供が生まれたんですけど、取ったら︖みたいな感じで、

取りやすい雰囲気ですね。

藤井︓隣の課の人が一年間、男性で育休を取得してて、僕も一人目の時

に

に１ゕ月取ったんですけど、取っていいよって雰囲気がありましたね。

―職場の雰囲気はみなさんどうですか︖

藤井︓上司の方が話しやすくて、

聞いたことに関しても優しく教え

てくれるし。厳しい人もそんない

ないかな。聞きやすい、話しや

すい環境かな。

嶋﨑︓私も、１年目の時、すご

い不安で、ガチガチで入ったんですけど、ちゃんと指導してくれる方もついたし、

分からないところも聞きやすい環境だなー、と思います。

笹木︓消防署も雰囲気は良くて、上司の方が働きやすい雰囲気づくりっての

をしっかりしてくれているんで、下の僕たちも和気あいあいとした感じで働きやす

い職場です。

松田︓自分の課も、隣の席の人に困ってるんですって話したらそれがどんどん

広がって、結果、それをみんなで解決してくれるみたいな笑 そういう相談もし

やすいし、なんかチームでやってる感じはすごい感じてます。優しい先輩がいっ

ぱいいますね。

倉敷市役所で働く仲間募集中！！

―どんな人と一緒に働きたいですか︖

松田︓私の仕事でいうと、コロナでスポーツイベントとかが中止になったりして、

結構後ろ向きな判断をしなきゃいけない状況もあります。それでも前向きに頑

張れる人がいたら、一緒に働きたいですね︕

笹木︓消防は隊で活動するので、チームワークはめっちゃ大事かなと思うん

で、しっかりコミュニケーションが取れて元気のある人だったらいいなと笑

藤井︓結構、市役所の外の人たちと打ち合わせをする機会がいっぱいあるの

で、人当たりがいい人と一緒に働きたいなぁ。

嶋﨑︓私も全然分からないこととか、日々、学ぶことが多いので、それをちゃん

と共有できる人、こんなことがあったとか、いろいろ話せる人がいいなと思いま

す。自分の中で閉じこもるよりは、一緒に話して、かっこいい言い方すると、一

緒に高め合える人、一緒に頑張れる人がいいなーって思います︕


